
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定非営利活動法人 かみジョイ 

 
特定非営利活動法人（NPO 法人：Non-Profit Organization）かみジョイは、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動を

通じて、地域住民の自立的社会参加を促し、もってスポーツ文化の醸成と地域コミュニティ形成に寄与することを目的に多
様な事業を展開する法人です。（特定非営利活動法人かみジョイ定款第 3 条（目的）から） 
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加美町教育委員会 

ＮＰＯ法人 かみジョイ 
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◎ガイダンスとは、初歩的な説明や案内という意味です。 

◎マニュアルとは、業務全体の進行の仕方をまとめた文書のことです。 

◎危機管理とは、一般的に、自然災害や事故、事件などに備えて、あらゆる対処ができるように準備しておくことです。 
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1 かみジョイ地域クラブの概要 

(1) 地域展開への取組の理念 「加美町の学校部活動と地域クラブ活動等の方針」から 

これまで部活動は、参加する生徒にとって、スポーツや文化芸術等の活動を通じて、学習とは異な

る集団での経験や人間形成、豊かな学校生活を実現する場として重要な役割を担ってきた。しかし一

方で、全国的に少子化が進み、本町においても各学校単位での部活動の維持が困難な状況になってい

る。また、教職員が活動・指導経験のない部活動を指導せざるを得ない状況があることや、休日の活

動など生徒の多様なニーズに応じた指導が難しくなっている現状がある。  

これらを鑑み、新たな時代を生きる子供たちの望ましい成長を保障できるよう、学校と地域との連

携・協働により、生徒のスポーツ・文化芸術活動の場として、新たに地域クラブ活動を整備する必要

がある。  

心身の健全な発育・発達の土台を築く時期である、中学生年代におけるスポーツ・文化芸術の機会

を、地域全体で支え子供たちを育てるという視点も有しつつ、本町としての「新たな地域クラブ活

動」の在り方や運営体制、活動内容等を以下のように示す。 

 

【加美町の少子化の現状と推移を示す図：「加美町の運動部活動の地域展開について」説明資料から】 
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（2）現行の部活動と地域展開の概要について 

 次項の図は、現行の部活動と部活動の地域展開で行われる活動の違いについて説明しています。現

行の部活動は休日、平日ともに学校管理下で活動しています。指導者は主に顧問の先生で学校の施設

を使い、学校単位が活動単位です（一部連携チーム）。保護者の負担は個人の用具や交通費や食事代な

どの活動費で事故発生時の補償は学校管理下ということで（独）日本スポーツ振興センター「災害共

済給付制度」で対応します。一方、これからは、平日については部活動としての活動になり前述のま

まですが、土日及び休日については地域クラブ活動になります。加美町においては地域クラブの管理

運営は NPO 法人かみジョイが担い指導者はかみジョイに登録した指導者になります。町の公共施設や

学校施設を活動場所とし、単一校の活動とは限らず、保護者負担はこれまでの活動費のほかに指導者

への謝金、学校以外の施設使用料や保険料等に充てる金額をいただくことになります（一部公的な資

金が充当されることになっています）。 

 

 

【教職員の働き方改革と部活動地域展開のかかわりが分かる説明資料：スポーツ庁「運動部活

動の地域移行に関する検討会議提言参考資料集」】から 
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◎現行（学校教育法に基づく学校教育活動） 

  
平日、土日・祝日 

学校部活動 

管理運営 学 校 

指 導 者 教員（部活動顧問） 

活動場所 学校施設 

活動単位 学校単位 

保護者負担 
学校外での活動費 

（交通費・食事代他） 

事故発生時の補償 
（学校管理下） 

(独)日本スポーツ振興センター 
「災害共済給付制度」 

 

 

◎地域展開実施後（平日は学校教育活動、土日・祝日は社会教育法に基づく社会教育活動） 

  
平日 土日・祝日 

学校部活動 地域クラブ活動 

管理運営 学 校 ＮＰＯ法人かみジョイ 

指 導 者 教員（部活動顧問） 上記団体に登録している者 

活動場所 学校施設 公共施設・学校施設 

活動単位 学校単位 単一校に限らない 

保護者負担 
学校外での活動費 

（交通費・食事代他） 
左記のほか、指導者への指導料や学校

以外の施設料、保険料等を想定 

事故発生時の補償 
（学校管理下） 

(独)日本スポーツ振興センター 
「災害共済給付制度」 

(団体管理下) 
(公財)日本スポーツ安全協会 

「スポーツ安全保険」 

（「加美町の学校部活動と地域クラブ活動等の方針」から） 

 

（3）地域展開の今後の方向性と各組織の役割分担について 

 

（「加美町の学校部活動と地域クラブ活動等の方針」から） 

 

 ～令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

教育委員会 

・協議会設置要綱策定 

・アンケート調査 
・協議会設立・検討 
・検討委員会での検討 

・町の方針の策定 
・協議会での検討 

・検討委員会での検討 
・実証事業の実施 
・地域クラブ活動等一覧

の作成 

・かみジョイ等との意見
交換と課題検討 

・制度設計 

・協議会での検討 
・検討委員会での検討 

・休日の地域クラブ活動
完全実施 

・課題の共有と検討 
・協議会での検討 
・検討委員会での検討 

・平日の地域展開検討 

ＮＰＯ法人 
かみジョイ 

・検討会での検討 
・関係者へ説明 

・会員登録等準備 
・指導者の募集・確保 

・実証事業の実施 

・教育委員会との意見交
換 

・指導者の募集・確保 
・指導者の調整 
・会員登録事務 

・課題の検討 

・休日の地域クラブ活動
完全実施 

・課題の共有と検討 
・平日の地域展開検討 
 スポーツ 

少年団 

・単位団への周知 
・会員登録の周知 

・指導者の法人登録と団
のクラブ化の推進 

学校 ・アンケート回答 

・学校の方針の作成 

・任意加入制の導入 
・生徒・保護者へ周知 

 
・部活動の地域クラブ化
の推進 

・顧問と指導者の連携 

 
・休日の地域クラブ活動

完全実施 
・課題の共有と検討 
・平日の地域展開検討 

連携 

可能な部から随時移行 
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【加美町の部活動地域展開の概要を示す図】 

 

・指導者研修を受ける 
・指導者認定を受ける。 

・運営責任者、指導者（兼任可） 
・地域クラブ運営に当たる。 
・学校と連携する。 

・活動計画を作成し知らせる。 
・活動報告をかみジョイに提出する。 
・保護者会と連携する。 

・準備が整ったら保護者会をつく
る。 

・保護者会規約をつくる。 
・保護者会の会計を決算する。 
・協力体制をつくる。 

・指導者と連携する 
・会費、活動費を支払う。 
・活動の様子を見たり子供から聞

いたりして状況を把握する。 
・相談窓口を活用する。 

「加美町の学校部活動の地域展開については、町教育委員会と NPO 法

人かみジョイが中心となり、スポーツ少年団等の関係団体と連携・
協力しながらスポーツ・文化芸術活動の機会を確保し運営する。」 

・かみジョイが地域クラブ全体を管理・運営する。 

・各地域クラブの活動を支援する。 
・国、県、町の助成及び登録料、活動費でクラブを運営する。 
・指導者謝金を支払う。 

・生徒、保護者、指導者との相談窓口をつくる。 

 

・自分の好きなクラブに登録する。（地域各クラ

ブの指導の先生又はかみジョイに申し込む。） 
・クラブの計画に従って活動に参加する。 
・技術の向上や活動を通じて友情を育むなど、

スポーツ・文化芸術を楽しむ。 
・けがや事故の予防に努める。万一の時は指導
の先生又は親にすぐに伝える。友達関係など

困ったことが起きた時も同じです。 

・まずは土日及び祝日の活動を地域クラブ活動とする。 

・令和 7 年度は、体操競技、陸上競技、カヌー、吹奏楽の 4
種目を開設予定。令和 8 年度は準備のできた部活動、スポ
ーツ少年団から実施し、令和 9 年度はすべての部活動が土

日及び祝日は地域クラブとして活動する計画。 
・放課後、部活動の活動時間を終了し、その後に地域クラブ
活動として活動する場合は、活動は地域クラブとして認め

るものの指導者謝金の支払い対象からは外れます。 
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２ 令和 7年度かみジョイ地域クラブ運営の概要 

（1） 令和 7年度実証事業で実施を予定している種目について 

① 体操競技 （現：かみジョイ登録クラブで中体連の大会参加は中新田中、鳴峰中）  

② カヌー  （現：中新田中学校カヌー部） 

③ 陸上競技 （現：鳴峰中陸上部） 

④ 吹奏楽  （現：中新田中、鳴峰中吹奏楽部） 

   〇 この資料を基に教育委員会、かみジョイ、実施を予定している種目の主たる指導者の方と

話し合い決定します。 

 

（2） 実施概要について 

① 実施予定種目の保護者、顧問、クラブ指導者対象合同説明会を開催します（日時場所未

定）。 

② 地域クラブとしてかみジョイに登録申請します。 

③ 地域クラブとして認定し登録します。 

④ 指導者登録 （運営責任者、指導者（運営責任者や保護者代表と重複可で 3名以内）、指

導・活動サポーター（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ）、保護者会代表） 

⑤ 指導者が 3名を超える場合はかみジョイに相談してください。ただし指導日 1日の指導者

数は 3名を上限とします。 

⑥ 生徒が入会申込します。（申込後かみジョイが速やかに保険加入手続きを行います。） 

〇 クラブ登録は 10 月初旬までに完了してください。生徒及び指導者登録については 10月末

中旬までにクラブごとにまとめて名簿をかみジョイに提出してください。様式は後日配布

します。募集は両校に改めて行うので、個人申し込みも受け付けます。 

⑦ 令和 7年度活動期間及び活動日 

〇 令和７年 10 月から国が示す実証事業の終了日である令和 8年 3月 10 日（火）までの週末

土日のうちの 1日及び休日のうち、各クラブが活動する日。 

⑧ 主な活動場所 

・体操競技 加美町中新田体育館 

・カヌー  加美町カヌーレーシング場、Ｂ＆Ｇ海洋センター及び中新田中学校 

・陸上競技 陶芸の里運動公園陸上競技場、鳴峰中学校 

・吹奏楽  今後協議して決めます（楽器運搬が課題）。 

〇 活動開始前の最初の依頼については教育委員会及びかみジョイが行います。その後の個別

の利用調整及び申請は各クラブ主体になります。 

 

（3）経費について 

① 令和 7年度についてはクラブ登録費、指導者・生徒のかみジョイ登録費及び保険加入費は

加美町が負担します。また、月、年毎のかみジョイの活動費についても徴収いたしませ

ん。〔令和 7年度実証事業対応〕 

② クラブ毎の活動費や用具、ウエアなど個人所有物及び練習場所への移動等については個人

負担となります。 

 

（4） 登録指導者の資格について 

① 加美町教育委員会及びかみジョイが行う指導者研修を受講する（日程場所は未定）。 

② スポーツ少年団指導者資格やスポーツコーチンリーダー等の資格を有していることが望ま

しいが当面は①をもってかみジョイ指導者として認定します。なお、登録指導者には積極

的に指導者資格を取得できるように情報提供等の支援を行います。 

 

（5） 指導謝金について 

① 指導者登録し、実際に現場で指導した指導者に指導実績に応じて翌月中に指導謝金を支

払います。 
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② 実施日のうち 3時間を上限に 1時間当たり 1,600 円を支払います。 

③ 各クラブでは活動報告（様式８）を翌月１０日までにかみジョイに提出します。かみジ

ョイではその活動報告を基に指導者謝金を翌月末までに指導者から申請のあった口座に

振り込みます。 

④ 指導者の練習場への移動に関する交通費の支給はありません。 

⑤ 謝金には所得税が発生します。かみジョイが源泉徴収した額を指導者の口座に振り込み

ます。1月下旬に源泉徴収票を指導者あて送付します。 

 

（6） 指導計画の作成について 

① 活動開始日から終了日までの活動計画（様式 7）を作成してください。提出日は別に示し

ます。様式はかみジョイホームページからダウンロードしてください。 

② 活動計画は NPO 法人かみジョイホームページにアップロードします。 

 

（7） 通信連絡方法について 
① かみジョイ⇔指導者 

〇 電話及びあらかじめ登録いただいた電子メールを活用します。 
② かみジョイ⇒参加者（全体に伝える） 

〇 基本的にかみジョイホームページとします。加えて facebook 及びインスタグラムを
併用します。 

③ かみジョイ⇔参加者（個人） 
〇 緊急性のある場合のみ個別に電話で連絡します。 

④ 各クラブ⇔保護者 
〇 基本的に各クラブにお任せします。 

 

（8）保険について 

〇 学校の教育活動外なのでスポーツ安全協会保険（文化芸術活動も対象）で対応します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（9）各種大会への出場について 

① 学校に部活動がある場合、中体連、中学校吹奏楽連盟主催の大会については、学校部活動

として出場する。引率については中体連、吹奏楽連盟規定による。 

② 学校に部活動がない場合には、地域クラブの実情を勘案して特設の部活動（中新田中は総

合活動部、鳴峰中は特別探求部に所属）で出場するか、地域クラブとして出場する。ただ 

し、中体連の規定及び同種目専門部の規定に十分留意して参加を希望する生徒が手続きの問

題で出場できないということがないように細心の注意を払って臨む。その際学校と地域クラ

ブの連携が重要になる。 

② 競技団体等が主催する大会の場合は、学校、地域クラブいずれの所属で出場するかを学校

と相談の上、明らかにして出場する。引率については大会規定による。 

 

活動区分 部  活（学校） 地域クラブ 

対象保険名 災害共済給付 
スポーツ安全協会スポーツ保険 

（文化芸術活動も対象） 

料  金 年 920 円 年 800 円 

補償額の比較例 死亡給付 3 千万円 死亡給付 3 千万円 

補償内容 病院等窓口で支払った額に相応 
通院 1 日 1,500 円 
入院 1 日 4,000 円 
※日数限度あり 

賠償保険 賠償には別規定あり 賠償責任保険付 

最終責任 国家賠償法 法人及び個人（事故内容による） 

〔参考：部活と地域クラブの保険の概要と比較〕 
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以下に宮城県中学校体育連盟ホームページに掲載されている地域展開に関する内容を
抜粋して紹介します。詳しくは同ホームページをご確認ください。 

 
【参考 1】 

令和６年１１月  

令和７年度 宮城県中学校体育連盟 登録申請要項(地域クラブ用)抜粋 

 宮城県中学校体育連盟  

１ 趣旨  

（１）この登録は、（公財）日本中学校体育連盟主催「全国中学校体育大会」ならびに東北中学校体育

連盟主催「東北中学校体育大会」の宮城県内予選会（宮城県中学校総合体育大会を含む）への出

場を希望する団体が行うものである。※一部予選会とならない競技・種目もある。  

 （２）この登録は、上記大会（新人大会含む）への参加資格を得るためのものであり、本連盟に加盟

するためのものではない。  

 （３）この登録は、出場を希望する年度毎に申請するものである。  

２ 登録ならびに大会参加を認める条件  

（１）登録要件 ※宮城県中体連独自の取決め 

   ＜枠内①②の具体＞ 

 ①の例：県や自治体が実施（計画）している部活動地域移行の取組や連携の一つであること。  

     ア：自治体が実施する部活動地域移行のモデル事業・実証事業の対象となっている団体  

     イ：自治体の部活動地域移行に伴う計画等に位置付けられている団体（令和７年度の計画

を含む）  

    ②の例：在籍校に常設する水泳部がない生徒が所属しているスイミングクラブ。など  

※宮城県中総体ならびに全国中学校体育大会の競技別細則における「地域移行モデル地区

や自治体主導で地域移行を進めるために発足した地域クラブ活動」「地域移行の受け皿と

なっている地域クラブ活動」とは①の場合に該当します。  

（陸上競技・体操競技・新体操・卓球・剣道の細則に記載あり）  

       ※②により登録を認められた団体が団体種目（リレー含む）にエントリーすることは可能で

す。ただし、選手の在籍校のチーム編成などに対し影響が大きいため、「参加区分確認

書」提出以前に生徒（選手）、在籍校と十分確認してください。また、陸上競技のリレー

と駅伝、体操・新体操の団体種目については申請根拠（①または②）によりチームの編成

条件が異なります。上記※参照）  

  ※上記①②により大会参加が可能となった場合においても「これまでどおり学校単位で参加

することが可能」な場合が多いと考えられます。その場合においては、関係者間での相談

が必要です。  

        

（２）申請内容の虚偽が判明した場合、登録承認後であっても登録ならびに大会参加を認めない措

置をとる。  

 

３ 大会参加資格の特例（宮城県中総体要項より抜粋）  

地域クラブ活動に所属する中学生   

１）県スポーツ協会加盟競技団体等に加盟している地域クラブ活動に所属し、宮城県大会、または

その予選会に参加を認められた生徒であること。  

２）宮城県大会に参加を希望する地域クラブ活動は以下の条件を具備すること。   

令和７年度については、    

 ① 県や自治体が認める部活動地域移行の受け皿となっている団体。 

 ② 当該校に常設する部活動がない生徒が所属している団体（主に個人種目が対象）  

   上記①または②のいずれかに該当し、かつ、３「大会参加資格の特例」ならびに別紙「宮城県中学校

体育連盟 地域クラブ活動についてのガイドライン」の全てを満たし、了承していること。 
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① 宮城県大会の参加を認める条件   

ア 宮城県中学校体育連盟の目的及び長年にわたる活動を理解し、それを尊重すること。   

イ 生徒の年齢及び修業年限が我が国の中学校と一致している。（本県に所在のある中学校に在

籍している生徒であること）   

ウ 地域クラブ活動にあっては、日常継続的に代表者もしくは指導資格を有する指導者の指導

のもとに、適切に行われていること。   

エ 『学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン』（令和

４年１２月２７日スポーツ庁・文化庁発出）の「Ⅱ 新たな地域クラブ活動」を遵守してい

ること。  

オ 当該競技を管轄する中央競技団体もしくは各県競技団体に登録されていること。かつ同じ

内容で各県中学校体育連盟に登録していること。  

カ 本大会において、競技役員や審判など運営上必要な事項に協力すること。  

キ 地域クラブ活動で全国中学校体育大会につながる大会に参加する場合、在籍中学校での大

会参加は認めない。その逆も同様である。  

② 宮城県大会に参加した場合に守るべき条件   

ア 本大会の開催基準を守り、出場する競技種目の大会申し合わせ事項等に従うとともに、大

会の円滑な運営に協力すること。   

イ 大会参加に際して、地域クラブ活動においては、責任ある代表者・指導者が生徒を引率す

ること。また、万一の事故発生に備え、傷害保険等に加入するなどして、万全の事故対策を

立てておくこと。   

ウ 大会開催に要する経費については、必要に応じて、応分の負担をすること。   

エ 団体競技（種目）における地域クラブ活動名での出場は１チームのみとする（複数のチー

ムの参加はできない）。  

③ チーム編成の条件（東北中体連独自の取決め）  

ア 団体競技（種目）に参加する際は、同一県内中学校に在籍する選手でチームを編成するこ

ととし、県境を越えたチーム編成は認めない。  

A④ 参加を認めない場合   

ア 本大会参加申込に際して、参加条件に虚偽の内容が判明した場合は参加を認めない。 

(以下省略。詳しくは宮城県中学校体育連盟ホームページを参照してください。) 

 

 

 

 

【参考 2】 

【資料】      地域クラブ活動についてのガイドライン 
宮城県中学校体育連盟 

令和 5 年 2 月 

このガイドラインは，公益財団法人日本中学校体育連盟が令和４年６月１３日に発出した「全国中

学校体育大会への地域スポーツ団体等の 参加資格の特例について（令４日中体発第１１１号）」を受

け、地域クラブ活動が、宮城県中学校体育連盟が行う事業への参加の際に，留意すべき点を目安として

示したものである。個々の地域クラブ活動の組織について評価するという趣旨のものではない。  
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◇ 留意事項 

 ○宮城県中学校体育連盟が行う事業への参加に際し、虚偽の内容が判明した場合は、参加を認めない。 

 ○宮城県中学校体育連盟が行う大会については、専門部毎に大会参加に関する細則を加えることができる。 

 ○このガイドラインは宮城県中学校体育連盟独自のものであり、他県、他ブロックと異なる可能性がある。 

附則 このガイドラインは令和５年４月１日より実施する 

 

 

 領域 内     容 判 断 の 目 安 

1 
組
織 

・県や自治体が認める部活動地域移行の受け皿と

なっている団体（チーム）であること。または当該

校に常設する部活動がない生徒が所属している団

体であること。 

・スポーツ活動に関して深い理解と知識・経験を

有し、心身ともに健全な中学生を育成に努めてい

ること、かつ社会的信望を有していること。 

・県や自治体が認める部活動地域移行の受け皿となってい

る 

・所属している生徒の学校に常設する部活動がない 

・県中体連の目的及び永年にわたる活動を理解し、それを

尊重している 

2 
登
録 

・当該競技を管轄する中央競技団体もしくは都道

府県競技団体に登録されていること。かつ同じ内

容で宮城県中学校体育連盟に登録していること。 

・登録された団体で継続的に活動している 

・スタッフの指導のもと日常的に活動している 

3 
活
動 

・「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方

等に関する総合的なガイドライン」（R4_12 月スポ

ーツ庁・文化庁）を遵守していること。 

・スタッフへの研修が十分に行われている 

・適切な活動時間・適切な休養日等の設定がなされている 

4 

ス
タ
ッ
フ 

・スポーツ活動に深い理解を有するとともに，専

門的な知識・豊富な経験をもち，その指導・支援

に熱意をもって取り組んでいること。 

・公認スポーツ指導者等の資格を有する指導者のもと活動

している 

・生徒のけが等の様態によっては，医療等専門的な立場か

ら助言を受けられる体制が整っている 

5 

施
設
・
設
備 

・日常活動を行うために必要な施設，設備が工夫

されていること。 

・組織の理念に基づき施設・設備が確保されている 

・定期的に施設・設備の点検を行っている 

6 

大
会
申
し
込
み 

・宮城県中学校体育連盟が行う大会への参加を希

望する際は、大会開催基準・申し合わせ等を十分

理解の上、申し込むこと。 

・団体種目において同一チームからの複数エント

リーはしないこと。 

・大会等にかかる費用について応分の負担をする 

・競技役員・審判等運営に必要な事項に協力する 

7 
大
会

参
加 

・宮城県中学校体育連盟が行う大会への参加の際

は、万全の安全対策を講じた上、参加すること。 

・責任ある代表者・指導者が引率する 

・万が一の事故発生に備え、傷害保険等に加入する 

8 

チ
ー
ム
編
成 

・県境を越えたチーム編成は認めない。 

 判断基準は当該生徒が在籍する中学校の所在地 

 （東北中学校体育連盟申し合わせ事項） 

・競技や参加形式によって定められている条件を

満たすこと。 

・宮城県内中学校在籍生徒で編成されている 

 ※競技によっては細則あり） 

・競技、区分とも重複して出場しない 

 （駅伝や冬季種目は例外 

9 
連
携 

・県中体連、保護者との間に十分な連絡・協力体

制が保たれていること。 

・県中体連との情報交換に努めている 

・保護者からの参観を受け入れている 
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令和 7年度 宮城県中学校体育連盟 登録団体一覧   
NO 競技 NO クラブ名 所在地 

1 

陸上競技 

1 STARTLINE 仙台市若林区 

2 2 涌谷陸上スポーツ少年団 遠田郡美里町 

3 3 河北陸上スポーツ少年団 石巻市相野谷 

4 4 ランナーズハイ 仙台市青葉区 

5 5 くりはらＡＣスポーツ少年団 栗原市築館 

6 6 TEAM アスリート仙台 仙台市若林区 

7 水  泳 1 アシスト多賀城 多賀城市八幡 

8 バスケットボール 1 NARUKO NAUGHTYS（男） 大崎市鳴子 

9 

サッカー 

1 ジョイナスＦＣ 栗原市栗駒 

10 2 マリソル松島ジュニアユース 宮城郡松島町 

11 3 divertido FC TOMIYA  富谷市成田 

12 軟式野球 1 大崎西部ベースボールクラブ 大崎市古川 

13 
体操競技 

1 仙台スピン体操クラブ 仙台市宮城野区 

14 2 仙台ジュニア体育研究所 仙台市太白区 

15 

新体操 

1 ホワイトキューブ新体操教室 白石市鷹巣東 

16 2 仙台ジュニア体育研究所 仙台市太白区 

17 3 ADORE RG 仙台 仙台市宮城野区 

18 

バレーボール 

1 金成 Firefly（男） 栗原市金成 

19 2 しわひめスポーツクラブ（女） 栗原市志波姫 

20 3 Team 船岡 Jr.（男） 柴田町船岡 

21 

ソフトテニス 

1 ＳＴＬ 大崎市古川 

22 2 KSTC 角田市花島 

23 3 あぶくまＳＴＣ 亘理郡裏城戸 

24 4 東北ＳＴＣ 大崎市古川 

25 5 STELLA スポーツ少年団 富谷市日吉台 

26 卓  球 1 しわひめスポーツクラブ 栗原市志波姫 

27 

バドミントン 

1 NEO BLOOM  角田市 

28 2 北方クラブ 登米市東和町 

29 3 槻木Ｓ.Ｃ 柴田郡柴田町 

30 ソフトボール 1 気仙沼ホワイトタイガース（女） 気仙沼市河原田 

31 

柔道 

1 幸町柔道教室 仙台市宮城野区 

32 2 大崎柔道クラブ 大崎市古川 

33 3 田尻柔道スポーツ少年団 大崎市田尻 

34 4 八木山柔道愛好会 仙台市太白区 

35 5 武徳館仙台 仙台市若林区 

36 6 大鷹塾 仙台市太白区 

37 7 大和柔道愛好会 黒川郡大和町 

38 8 気仙沼柔道スポーツ少年団 気仙沼市岩月 

39 9 泉柔道スポーツ少年団 仙台市泉区 

40 10 富谷柔道スポーツ少年団 富谷市成田 

41 11 木村柔道館 石巻市中里 

42 12 岩沼市柔道スポーツ少年団 仙台市泉区 

43 

剣道 

1 大沢剣友会 仙台市青葉区 

44 2 亘理少年剣道錬成会 亘理郡亘理町 

45 3 尚武殿一森山道場 塩釜市一森山 

46 4 宙まち剣士会 角田市 

47 
相撲 

1 仙台相撲クラブ 仙台市青葉区 

48 2 丸山相撲クラブ 登米市迫町 

49 

弓道 

1 小牛田愛弓会 遠田郡美里町 

50 2 大崎弓道会 大崎市古川 

51 3 石巻弓道会 石巻市大街 

〔参考〕令和 8 年度は 11 月に登録申請について公表し 1 月中に締め切り予定です。（令和 7 年度の登録締め

切りは令和 7 年 1 月 17 日でした。） 

【参考 3】 
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（10） 地域クラブの名称について 

〇 正式名称には頭に「NPO 法人かみジョイ認定地域クラブ」をつけて、その下に続くチーム名

は、例えば「Yakurai テニスクラブ」など自由となります。必要に応じて「NPO 法人かみジョ

イ認定地域クラブ」を付すようになります。 

 

（11）その他 

〇 その他，今後も検討内容は多岐にわたってあると考えます。実証事業の主旨により必要に応

じて教育委員会、かみジョイ、当該地域クラブが協議しながら進めていきます。 

 

３ 地域クラブ参加者マニュアル 

（1）手続きについて 

① 地域クラブで活動を希望する生徒は現在活動している指導者かかみジョイに直接地域クラ

ブ入会申込書（様式５）を提出します。クラブ運営責任者は入会申込書（様式５）及び会

員名簿（様式６）を取りまとめてかみジョイに提出します。 

② かみジョイで各クラブへの登録を受け付け、保険加入の事務を行います。かみジョイに提

出する場合は月曜日から木曜日午後 5時まで提出してください。提出の翌日以降の各クラ

ブの活動計画により参加してください。 

③ 令和 7年度は、かみジョイへの登録費、保険加入費は加美町が負担します。 

 

（2）活動について 

① クラブに登録した生徒は、各クラブが示す活動計画書に沿って参加します。かみジョイホ

ームページ上に掲示します。 

② 活動中のけが、事故にはくれぐれも注意してください。もしけがや事故があった場合は必

ず指導者に申し出て詳細を伝えてください。（指導者は遅滞なくかみジョイに連絡してくだ

さい。） 

③ 活動場所への移動は各家庭で対応してください。なお移動中の交通事故にはくれぐれも注

意してください。万一事故が発生した場合は軽微なことでも必ず指導者に申し出てくださ

い。（指導者は遅滞なくかみジョイに連絡ください。） 

 

（3）クラブ員同士のかかわり方について 

① クラブ員みんなと仲良く楽しく活動してください。異年齢でも教え合ったり、支え合った

り、励ましあったりして友情を育みましょう。 

② 何かで困っている友達がいたら声をかけてください。必要によっては指導の先生や家族に

相談してみましょう。 

③ いじめ等について 

1) どんなことがあってもいじめは絶対いけません。SNS を使ったいじめももちろん許さ

れません。 

2) 自分がいじめられていると感じたら指導者、家族に早めに相談してください。また、

いじめを見かけた場合は、たとえ一回でも指導者や家族に伝えてください。それらが

早期解決の大切なポイントです。 

 

 

 

 

 

【いじめの定義】 

「いじめ」とは、「児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等、当該児童生徒と一

定の人的関係のある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行

われるものも含む。）であって、当該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を感じているもの。」とす

る。なお、起こった場所は学校の内外を問わない。 
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４ 運営責任者、指導者マニュアル 

（1） 手続きについて 

① 申登録請用書（様式 1）によりかみジョイに地域クラブとしての登録申請をしてください。 

② クラブは運営責任者、指導者（運営責任者及び保護会代表と重複可で 3名以内）、指導・活

動サポーター（ボランティア）、保護者会代表）で構成してください。（該当なしも可で

す。） 

③ 指導者が 3名を超える場合はかみジョイに相談してください。ただし指導日 1日の指導者

数は 3名を上限とします。 

④ クラブ登録は令和 7年度は 10月初旬に完了してください。生徒及び指導者登録については

今年度は 10 月月中旬までにクラブごとにまとめて、名簿（様式６）をかみジョイに提出し

てください。様式６はかみジョイホームページからダウンロードして使用してください。

募集は両校に改めて行うので、個人申し込みも受け付けます。 

 

（2） 登録指導者の資格について（再掲） 

① 加美町教育委員会及びかみジョイが行う指導者研修を受講してください。（日程場所は未

定）。 

② スポーツ少年団指導者資格やスポーツコーチングリーダー等の資格を有していることが望

ましいですが、当面は①をもってかみジョイ指導者としての認定資格とします。なお、登

録指導者には積極的に指導者資格を取得できるように情報提供等の支援を行います。 

 

（3） 活動計画の作成と報告について 

① 各クラブでは指定の様式７で年間及び月ごとの活動計画を作成し、かみジョイに報告する

とともに、登録している保護者に周知してください。かみジョイでは報告された計画をか

みジョイホームページに掲載します。 

② 計画に変更がある場合は、各クラブ内の連絡網を使って変更内容を伝えてください。 

 

（4） 活動報告の作成と報告について 

① 各クラブでは様式８により活動報告をかみジョイに提出します。かみジョイではその活動

報告を基に指導者謝金を翌月中に指導者から申請のあった口座に振り込みます。 

② 実際に指導した指導者名および指導時間等については正確に報告願います。 

 

（5） 活動施設及び用具の使用について 

① 使用施設との連絡調整 

ア 使用する施設については、最初の交渉等についてはかみジョイが行います。その後の使

用については各クラブと施設の間で直接行ってください。なお、平日の部活動は学校管

理下扱いとなり、地域クラブが学校施設を利用する場合は以下のとおりとなります。 

1) 教職員が在校の場合は、活動終了後の片付け、戸締り等を確実に行い、速やかに教

職員に報告します。 
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2) 教職員不在の場合は学校開放事業下となります。鍵の返却等はそのルールによりま

す。 

イ 特に取り決めが必要な場合は、かみジョイが仲介しルールを確認し、その後はそのルー

ルに拠って進めます。 

ウ 町の施設を利用する場合はその管理下になります。管理者と連絡を密にして施設利用が

円滑に進むように調整をお願いします。 

② 学校の備品、用具等の使用について 

ア 学校の備品、用具等を使用するときは事前に学校と具体的にどのようなものを使用する

か物品名、個数などを明らかにして許可を得てから使用してください。 

イ 部活動で日常的に使用している物については、年度の始まりに学校と確認し、特定の活

動日に使うものについては事前に許可を得てから使用してください。 

③ 破損等があった場合の対応について 

ア 破損、紛失等があった場合は速やかに学校や施設管理者及びかみジョイに報告してくだ

さい。軽微なものについても同様です。 

イ 破損、紛失があった場合はクラブ内で対応できる範囲のものであれば対応をお願いしま

す。大きな破損や高額なものの紛失についてはかみジョイも一緒に対応を考えます。 

 

（6） 学校との連携について 

ア 当面部活動の地域展開は土日と休日の活動を対象にしており、学校の部活動と併存する

状態が続きます。そこで子供たちが安心して活動するためには地域クラブと学校の連携

はとても重要になります。指導者と中学校の顧問の先生や管理職の先生との連携がうま

くいくようにそれぞれの立場を理解しあい協力して子供たちの活動の環境を維持発展さ

せていければと考えます。 

イ 平日の部活動が学校の部活動終了時間を超えて練習する場合、今まではスポーツ少年団

としての活動になっていることが多くありましたが、地域クラブに登録した場合は、地

域クラブとしての活動として位置付けて活動することも可能になります。その際はどの

団体としての活動であるかをはっきりさせなければなりません。また「加美町の学校部

活動と地域クラブ活動等の方針」に拠り、活動時間を生徒が生徒の心身に過重な負担と

ならないよう配慮が必要です。なお、現時点では平日の活動については地域クラブ活動

としては認められるものの，指導者謝金の支払い対象にはならないことを了承していた

だかなければなりません。 

 

（7） 指導に当たって留意すべき事項（「加美町の学校部活動と地域クラブ活動等の方針」から） 

※学校の部活動顧問を対象とした内容も含んでいます。文中の部活動指導員及び外部指導者を

地域クラブ指導者と読み替えてく理解してださい。 

【指導に当たって留意すべき事項】  

① 学校組織全体での指導  

ア 管理職は、指導者同士の意見交換や情報共有、指導の内容や方法の研究等が行われるよ
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う配慮する。  

イ 顧問は、部活動の運営や指導に当たっては、他の教職員や地域・保護者の協力の上に成

り立っていることを理解し、積極的に周囲の支援・協力を得ながら責任を持って指導・活

動を行うよう心掛ける。  

 

② 顧問、部活動指導員及び外部指導者等の指導者に求められるもの  

ア 健全な心と身体を培い、豊かな人間性を育むという部活動の本来の趣旨を忘れず、 バ

ランスのとれた運営と指導を行う。  

イ 大会等で好成績を収めることのみを重視し、科学的な視点から見て過重な練習を強いる

ことなどがないようにする。  

ウ 技能や競技力の向上を図る過程において、人間的成長が伴うことを念頭に置き、「人を

育てる」指導を心掛ける。また、それを支援するためには、指導者自身も常に人間的成長

を心掛け、その上に指導力向上のための手法を積み重ねる。 

エ 部活動が総合的な人間形成の場となるよう、技術的な指導、ルール等に精通するととも

に、生徒の発達の段階や成長による変化、部活動のマネジメントや社会的マナーの指導等

に関する幅広い知識や技能を継続的に習得し、多様な面での指導力を身に付けていくとと

もに、それらを向上させる。  

オ 指導者は、先見性、企画力、実践力等と、それらを支える見識と人柄を持ち合わせた指

導者を目指すこと。また、一時的な感情に左右されたりすることなく、常に態度を一定に

保ち、一貫性のある指導を心掛ける。  

カ 講習会・研修会等へ積極的に参加し、部活動においては最新の研究成果等を踏まえた科

学的な指導法を積極的に取り入れるとともに、他校の顧問とも交流を図り、情報収集に努

める。  

キ 一般に、指導者の言葉が生徒に与える影響は極めて大きく、その一言でプラスにもマイ

ナスにも作用することから、タイミング良く適切な声掛けを行うことができるよう、生徒

一人一人の心の状態まで配慮した対話を心掛け、信頼関係を深めるよう努める。  

ク 生徒が自ら考え、主体的、自発的に練習に取り組めるよう、大会等の成績だけではな

く、目標に向かって努力している過程を的確に見極めた上で効果的に助言を行う。  

 

③ 禁止事項  

ア いかなる場合においても、体罰を行使してはならない。指導と称し、指導者の独善的な

目的を持って特定の生徒に対して、執拗かつ過度に肉体的・精神的負荷を与える指導を行

ってはならない。  

イ 生徒の人格を否定する発言を行ってはならない。指導者としての信用を失墜させる行為

をしてはならない。セクハラ、パワハラ、モラハラ、個人情報の漏洩、不適切な会計処理

等は、指導を受けている生徒、保護者、学校関係者を傷つけ、その信頼を裏切る行為であ

ることを十分に認識し、適切な指導を行う。また、管理職の許可なく生徒と個人的なメー

ル等のやり取りを行わない。  
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④ 活動の充実  

ア 指導者は、個々の生徒の健康、体力等の状況を事前に把握するとともに、練習中に声を

掛けて生徒の疲労や精神状態等を把握するなど、細心の配慮をしながら指導する。  

イ 部活動は、自主的・自発的な活動であるため、生徒が練習の目的、技能等の向上や生徒

の心身の成長のために適切な練習内容であることを明確に理解させた上で取り組ませる。  

ウ 一人一人が意欲的に活動できるよう運営の役割分担にも配慮する。  

エ 指導者は、励まし合い、お互いを支え合える関係づくりを重視した指導や生徒の間に同

じ目標に向かって活動する仲間であるという連帯感を育む指導を心掛ける。  

オ 指導者は、個々の発達段階に合わせて、過度な負担とならないよう活動させることで、

スポーツ障害・バーンアウト等のリスク管理を行い、適切な休養を取りながら、分野の特

性等を踏まえた効率的・効果的なトレーニングを積極的に導入し、短時間で効果が得られ

る活動を心掛ける。また、主とする活動以外の様々な活動に参加する機会が得られるよう

配慮する。  

 

⑤ 事故防止対策等  

生徒等への注意点の説明は、定期的に行い、遠征先や普段の慣れた活動場所においても想

定される危険を具体的に説明する。  

ア 健康面での安全を確保し、次の事項等について留意した活動を行う。 

・健康観察による体調確認（顔色や表情、体温等）  

・持病や障害等（循環器系、アレルギー、シックハウス等）  

・健康診断結果や保健室利用状況等  

・学級閉鎖や臨時休業等  

イ 活動を行うに当たっては、次の事項などに留意して活動を行う。  

・急激な気候変動（突風、竜巻、落雷、ひょうなど）  

・施設の安全性の確認  

・器具の設置の安全確認  

・用具の破損等の有無の確認  

・技術レベルや体格差を考慮  

・事故防止及び事故が発生した際の対応  

ウ 災害時の対応等について、次の事項に留意した活動を行う。  

・避難経路及び避難場所の確認  

・避難方法及び誘導についての確認  

・保護者等への連絡体制の確認  

 

⑥ 指導者間の連携  

部活動指導員及び外部指導者の協力を得る場合には、学校教育目標や方針等について、

学校、顧問と部活動指導員及び外部指導者との間で十分な調整を行うとともに、情報共有

を密にして活動する。  
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＜顧問と部活動指導員及び外部指導者が確認すべき事項＞  

・活動目標、活動計画、活動内容、事故防止のための注意点  

・顧問と外部指導者及び部活動指導員の役割分担  

・緊急連絡体制、事故発生時の対応等  

・体罰等の禁止  

・生徒間トラブル等の生徒からの相談に関する情報共有  

・災害時の対応や避難経路  

＜学校とのトラブルになりやすい部活動指導員及び外部指導者の行為の例＞  

・独自判断による練習日・場所・時間・練習内容等の変更  

・独自判断による大会・コンクールへの参加や練習試合・練習会の計画  

・定められた部活動の時間以外における生徒への指導  

・その他、学校の方針に反する指導等 

 

（8）支援及び配慮を要する生徒への対応について（「地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に

関する実行会議（文部科学省）」最終とりまとめ「障害のある生徒の活動機会の確保」から抜

粋） 

    ア 障害の有無に関わらず、生徒が希望する活動を主体的に選択できる環境の整備を進めてい

くためには、障害がある生徒も活動に参加することを想定して、それぞれの取組を進める

ことが重要である。 

イ 指導者が指導に当たっての留意点等を把握し、障害の特性に応じた配慮や工夫を行うとと

もに、障害者スポーツセンターや特別支援学校、地域のパラスポーツ協会等と連携し、障

害がある生徒も参加できる安全で多様な活動を展開していくことが重要である。 

ウ 地域クラブ活動の在り方として、「これまで学校部活動が担ってきた教育的意義を継承・

発展させつつ、新たな価値を創出することが重要」であり、その例として、「生徒のニー

ズに応じた多種多様な体験（レクリエーション的な活動や柔軟なルール等に基づく多様な

活動を含む）」、「生徒の個性・得意分野等の尊重」といったことを挙げている。 

エ 学校における部活動から、地域でのスポーツ・文化芸術活動に活動の場や指導者等が変わ

る場合は、学校とは異なる環境においても当該生徒が安心して活動ができるよう、受け入

れ側の障害特性等への理解や学校側の協力など、円滑な移行に向けた連携が必要である。 

※ 必要に応じてスポーツ庁がインターネット上に公表している「障害のある方へのスポーツ

指導・関わり方入門ハンドブック」を参考にしてください。 

 

5 保護者会マニュアル 

（1） 保護者会の結成について 

  ア 各クラブでは準備が整ったところから保護者会を結成し、保護者が自分の意見や考えを自

由に発言でき民主的な意見交換を経て、子供たちが主体的にスポーツ・文化芸術活動に取

り組める環境づくりに努めてください。 
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（2） 規約の作成について 

ア 各クラブの保護者会が円滑な活動ができるように規約を作成することをお勧めします。規

約の例は以下のとおりです。クラブの実情に合わせて作成するのが良いと考えます。 

 

〇〇クラブ保護者会規約（例） 

  

第１条 この会は、○○クラブ保護者会と称し、事務所を会長宅に置く。 

第２条 この会は、○○クラブの活動及び業務の運営が円滑に行われるように助成し、合わせて青少年の健全な

育成のために寄与する事を目的とする。 

第３条 この会の会員は、○○クラブ保護者と、この目的に賛同する者をもって構成する。 

第４条 この会は、第２条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

   （１）スポーツ活動に関する援助 

   （２）社会奉仕活動に関する援助 

   （３）教養、趣味活動に関する援助 

   （４）試合及び行事等の会場までの送迎は、この会の決定事項に基づいて行う 

   （５）その他役員会が必要と認めた事項 

第５条 この会には、次の役員を置く。但し状況により協議し決定する。 

   （１）会 長 １名    （４）会  計 １名 

   （２）副会長 ３名    （５）会計監査 若干名 

   （３）書 記 ２名    （６）理  事（学年理事・常任理事） 若干名 

第６条 役員は、この会員の互選で選出し、総会で承認を得る。 

    理事は役員会で選出する。 

第７条 役員の職務は、次のとおりとする。 

   （１） 会長は、この会を代表し、会務を統括する。 

   （２） 副会長は、会長を補佐し会長事故のある時は、その職務を代行すると共に会務の執行にあたる。 

   （３） 書記は、この会の記録を行うと共に、会務の執行にあたる。 

   （４） 会計は、この会の会計を行うと共に、会務の執行にあたる。 

   （５） 会計監査は、この会の会計監査を行う。 

   （６） 理事は、会務の執行にあたる。 

  

第８条 この会に顧問を置くことができる。顧問は役員会の推薦した者で会長が委嘱する。 

第９条 役員及び理事の任期は１年とし再任を妨げない。欠員補充による役員の任期は、前任者の在任期間とす

る。 

第１０条 この会の会議は、総会、役員会及び理事会とする。 

第１１条 総会は、毎年１回会長が招集し、次の事項を審議する。 

     非常事態等、会員が一同に参集できない場合は、書面による審議の上、書面表決にて決議する。 

   （１）事業報告及び会計報告 

   （２）事業計画及び予算 
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   （３）その他必要な事項 

第１２条 総会議長は、会長が行う。 

第１３条 役員会及び理事会は、必要に応じて会長が招集し、会務について審議する。 

第１４条 この会の経費は、会費及びその他の収入を当てる。 

第１５条 この会の会計年度は、毎年３月１日から翌年２月末日迄とする。 

第１６条 この会の会費は、会員の承認をもって決定する。 

第１７条 この会の規約は、総会の議決に基づき、改正することができる。 

   

―――――― 【 付 則 】 ―――――― 

この規約は、昭和５６年８月１日から施行する。 

 【平成 元年 ３月 ４日  第１６条 改正】 

 

（3） 役員の構成について 

ア 役員は会員保護者の人数等により適切に構成してよいと考えます。 

イ 総会を開き会員の互選で民主的に決めることが大切です。 

 

（4） 指導者との連携について 

ア 保護者（会）と指導者との連携はとても大切です。保護者の思いを指導者に伝えたり、

指導者の思いを保護者同士で共有したり、話し合いの場面を設けたりすることで運営

がより円滑に進むようになると考えます。 

 

（5） 保護者間の連携について 

ア 子供たちが安全安心に活動しスポーツ・文化芸術活動を通じて健やかに成長していくた

めには保護者がわが子を第一としつつも、クラブ全体の子供たちをみんなで大切に育

てるという共通の意識を持って連携していくことが重要です。特に個人の成長が集団

の成長につながり、集団の成長が個人の成長を支える集団作りには保護者の親和的な

関係が基盤となっていきます。 

イ 大会や練習会場への移動や活動のサポートなどの必要がありますが、ご家庭ごとに様々

に事情があり積極的な支援活動が保護者の大きな負担になってしまうこともありま

す。それを理由にクラブをやめてしまうということができるだけ起きないように、そ

れぞれの事情に理解を示しながら、協力して支援活動を展開していくことが大切だと

考えられます。 

ウ 移動の際に保護者の車両を利用する場合は、基本的には自分のお子さんを乗せることに

なりますが、どうしても乗りあっていかざるを得ない場合には、使用する車両が任意

保険加入してることが必須です。その他にも状況によってはクラブとして一日保険に

加入するなど、万が一の場合にも万全の態勢をとって行ってほしいと思います。 

エ 保護者会の役員の皆さんは適切なクラブ運営の中枢となってクラブ参加者及び保護者が

安心して活動できるように多方面に配慮してほしいと思います。 
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（6） 他のクラブの保護者会との情報共有について 

ア 円滑な保護者会運営ができるように、他のクラブの保護者会と情報交換や意見交換がで

きるようにしていくことが大切です。スポーツ少年団では母集団連絡協議会という組

織を設けているケースもありますが、地域クラブでも情報交換できる場を今後設定で

きるように検討していきたいと考えています。 

（7） 相談窓口の設置とその運用について 

ア かみジョイではクラブに参加していて不明な点があったり、疑問に感じたりした場合に

備えて相談窓口を設けます。当然、相談者のプライバシーや個人情報の保護について

十分配慮するとともに、課題が発生したときには速やかな対応ができるようにしてい

きます。窓口はかみジョイホームページに開設予定です。 

イ その他に JSPO（公益財団法人日本スポーツ協会）「スポーツにおける暴力行為等相談窓

口」にもリンクできるように案内します。利用に際しては JSPO の相談窓口取扱範囲の規

定に従ってください。 

 

６ 危機管理 

前述の４運営責任者・指導者マニュアルの中で（8）「指導に当たって留意すべき事項」として

一部記載してありますが、指導上大切なことについて少し詳しく記述します。 

自然災害では気象情報等によりあらかじめ災害を予測し回避することができるケースもありま

すが、災害の多くは時と場所を選ばすに不意に発生することも少なくありません。そこで子供た

ちの指導に当たり多くの時間を共有するクラブ運営者・指導者及び保護者が災害についての基礎

知識として、宮城県教育委員会が発刊している「みやぎ学校安全基本指針」の中の「必ず身につ

けさせたい事項と内容」を参考にして、いつでも、どのような場面でも，危険を予測し回避し

て，より適切な処置、対応ができるように、本ガイダンスブックと共に参考資料「地域クラブで

の安全安心な指導のために」を作成しているのでぜひ活用してください。 

 

（1） 活動中の事故防止と対応について 

① スポーツ活動中の事故と予防 

指導者として、種目の特性を理解し生徒に予想される障害について事前に知らせ、その

予防方法について基礎的な知識を身に付けさせるということはとても重要です。特にその

日の活動内容や，今やろうとしている活動にどんな危険が隠れているかをその都度指導し

ていくことは事故防止につながるとともに、生徒の事故を予測し回避する能力の育成にも

大きな効果を上げると考えられます。「スポーツにはけががつきもの」という発想は持たず

に、スポーツが常に危険をはらんでいることを知り、発生を未然に防ぐことによって、け

がによりスポーツ活動ができなくなったり，日常の生活が普段どおりできなくなるような

ことが起きないようにしていきましょう。 

 

② 休憩時間中の事故と予防 

 休憩時間に思わぬ事故やけがが起きることも少なくありません。子どもたちに休憩時間
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の安全な過ごし方について事前に指導することも忘れてはいけません。また、指導者や保

護者は子供たちをできるだけ見渡せる範囲で活動させたり、観察できるような体制をつく

ることも大切です。 

 

③ 事故が発生した場合の対応 

ア けがをした生徒の状態を素早く確認し、適切な対応を素早く考え、その場の指導者間

や保護者との連携体制をつくり、負傷者への対応をいち早く行うことが大切です。 

イ 特に頭部や頸部の損傷や心肺機能に問題が発見された場合は、一刻を争うこともある

ので素早く適切な対応を行わなければなりません。救急への通報についても、症状を

軽症と安易に判断することなく，躊躇なく行う場面もあるので心の準備をしておかな

ければなりません。心肺機能のトラブルの場合は協力体制を素早く作りＡＥＤでの対

応も直ちに取り組めるようにしておくことが大切です。ＡＥＤの多くはバックを開け

るとアナウンスが流れ、セットの仕方や操作の要・不要についても判断してくれるの

で勇気をもって取り掛かることが必要です。 

ウ 事故やけがが発生したときの連絡、報告、記録はとても大切です。軽度のけがであっ

ても保護者への連絡は必ず行い、経緯や行った対処を伝えるとともにその後の観察を

依頼するというのは大切な説明責任になります。一連の流れを各クラブごとにシミュ

レーションしておくことも大切です。 

     

（2） 交通事故の防止と対応について 

① 活動場所への移動中の事故 

ア 参加生徒に交通安全に対する意識をしっかり持たせ、徒歩及び自転車等で移動する際

のヘルメットの着用や交通ルールの厳守を定着させることが交通安全の第一歩だと考

えます。また、別冊の参考資料「地域クラブでの安全安心な指導のために」を参考に

折に触れて歩行者、自転車利用上の交通安全の基本知識に触れ、交通安全の知識と意

識を高めていくことも積み重ねの学習として大切なことと考えます。 

イ もし交通事故に遭遇した場合は、軽度な事故でも保護者や指導者と連絡を取り、警察

に通報するなど適切な対応ができるように事前指導しておくことが大切です。特にそ

の場で加害の方から「大丈夫？」と聞かれると、多少痛くても「大丈夫です。」と答

えてしまい、加害の方とその場で別れてしまうなどして適切な対応ができなくなって

しまうことがあるので、事前指導が大切です。また、救急を必要とするような場合

は、道路交通法上その場に居合わせた大人が適切な対応をしなければならないので、

その対応に従うように指導しておくことが必要です。 

② 大会等への移動の際の事故防止 

ア 大会等で遠地に移動する際はバス運用会社や社会教育バスなどの使用を主として、で

きるだけ私用車の使用は避けなければなりません。しかし、経費の問題等もあり私用

車に乗りあって移動するような場合は、その車両が万一の場合の補償に耐えうるよう

な任意保険に加入していることを確実に確認するとともに、場合によっては一日保険
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に加入するなどして万全の態勢をとることが条件になります。 

イ 生徒を乗せて車両を運転する場合は乗車前にタイヤなど車両状態、運転者の健康状態

アルコールチェックを行うなど，事前の安全点検を行い，運転に際しては制限速度を

はじめ交通規則を遵守し，交通安全に万全を尽くしてください。 

 

（3） 自然災害の被災防止と対応について 

① 天候による災害 

ア 大雨、洪水、雷、突風など天候による災害は事前の情報確認の徹底と決して無理をし

ないという前提により予防効果が大きくなります。活動中はもとより、活動場所への

移動や帰路の際の安全についても一人一人の交通手段を確認し、保護者との連携を取

りながら適切に指導支援していくことが必要です。安全に帰宅するところまで指導監

督する範囲であるという認識が必要になります。 

イ 特に雷については、遠くに雷鳴が響いても頭上に雷雲がある場合は落雷があるという

ことを理解し、雷が落ちやすいといわれているグランド、テニスコート、屋外プー

ル、海などでの活動は休止し、安全な建物の中に避難し、すべての電気器具、天井、

壁から 1メートル以上離れて雷鳴がやむのを待つようにすることが大切です。 

② 地震、津波による災害 

ア 活動中に大きな揺れを感じた場合は直ちに活動を休止して命を守る行動をとる。最初小

さな揺れでもその後に急に大きな揺れが発生することもあるので、「落ちてこない。倒

れてこない。移動してこない。」場所を即座に見つけて避難させるとともに、生徒自ら

も判断して避難行動できるように事前に指導しておく必要があります。 

イ 地震はいつどこで発生するか全くわかりません。もし海岸や河口近くで大きな揺れを感

じた場合や、遠隔地の大地震により津波について注意報警報等が出ている場合は直ち

に避難行動を起こさなければなりません。指導者の皆さんの適切な判断と指示により

生徒の命を守ることにつながるという心の準備が常に必要と考えられます。 

ウ 災害等が発生した際に適切な避難行動を心理的に妨げるものに「正常化の偏見（バイア

ス）」があります。例えば非常ベルが鳴ったり、警報が出たりしても、これは間違いだ

ろう、たいしたことはない、情報は大げさ、自分は大丈夫となどと考え、その危険を

認めようとしない心理的傾向です。災害の予報は「空振りはするかもしれないが、見

逃しは絶対にしない。」という考えで発表されているので、情報を適切に理解し避難行

動に遅れが出ないように判断・行動する心構えが必要です。 

エ 地震津波等による災害についての知識や避難行動については別冊参考資料「地域クラブ

での安全安心な指導のために」の中にやや詳しく記述されているので参考にしていた

だき、クラブ活動中の安全安心に生かしてほしいと考えます。 

 

（4） 熱中症対策について 

① 熱中症予防５ヶ条（JSPO：公益財団法人日本スポーツ協会ホームページから） 

1 ）暑いとき、無理な運動は事故のもと 
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            気温が高いときほど、また同じ気温でも湿度が高いときほど、熱中症の危険性は高くな

ります。また、運動強度が高いほど熱の産生が多くなり、やはり熱中症の危険性も高くな

ります。暑いときに無理な運動をしても効果はあがりません。環境条件に応じて運動強度

を調節し、適宜休憩をとり、適切な水分補給を心掛けましょう。 

 

2 ）急な暑さに要注意 

熱中症事故は、急に暑くなったときに多く発生しています。夏の初めや合宿の初日、あ

るいは夏以外でも急に気温が高くなったような場合に熱中症が起こりやすくなります。急

に暑くなったら、軽い運動にとどめ、暑さに慣れるまでの数日間は軽い短時間の運動から

徐々に運動強度や運動量を増やしていくようにしましょう。 

3 ）失われる水と塩分を取り戻そう 

暑いときには、こまめに水分を補給しましょう。汗からは水分と同時に塩分も失われま

す。スポーツドリンクなどを利用して、0.1～0.2%程度の塩分も補給するとよいでしょ

う。水分補給量の目安として、運動による体重減少が２％を超えないように補給します。

運動前後に体重を測ることで、失われた水分量を知ることができます。運動の前後に、ま

た毎朝起床時に体重を測る習慣を身に付け、体調管理に役立てることが勧められます。 

4 ）冷そう、からだの外から内から 

適切な体温の上昇は運動能力を高めますが、暑さの厳しい中での運動では体温が大きく

上昇し、運動能力の低下や熱中症を引き起こしてしまいます。身体冷却を用いることで暑

さの中でも体温の過度な上昇を抑えることができ、運動能力や認知機能の低下、多量の汗

による脱水を防ぐことができます。熱を逃がしやすくするために軽装にしましょう。ま

た、防具を着けるスポーツでは、休憩時に防具を外して熱を逃がしましょう。 

5 ）体調不良は事故のもと 

体調が悪いと体温調節能力も低下し、熱中症につながります。疲労、睡眠不足、発熱、

風邪、下痢など、体調の悪いときには無理に運動をしないことです。また、体力の低い

人、肥満の人、暑さに慣れていない人、熱中症を起こしたことがある人などは暑さに弱い

ので注意が必要です。学校で起きた熱中症死亡事故の 7割は肥満の人に起きており、肥満

の人は特に注意しなければなりません。 

② 対応（救急対応） 

ア 暑い時期の運動中に熱中症が疑われるような症状が見られた場合、まず、重症な病型で

ある熱射病かどうかを判断する必要があります。熱射病の特徴は高体温（直腸温度 40℃

以上）と意識障害であり、応答が鈍い、言動がおかしいなど少しでも意識障害がみられ

る場合には熱射病を疑い、救急車を要請し、涼しいところに運び、速やかに身体冷却を

行います。 

イ 意識が正常な場合には涼しい場所に移し、衣服をゆるめて寝かせ、スポーツドリンクな

どで水分と塩分の補給を行います。また、うちわなどで扇ぐのもよいでしょう。 吐き気

などで水分が補給できない場合には、医療機関へ搬送し、点滴などの治療が必要です。 

ウ 大量に汗をかいたにもかかわらす、水だけしか補給していない状況で、熱けいれんが疑
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われる場合には、スポーツドリンクに塩を足したものや、生理食塩水（0.9％食塩水）な

ど濃い目の食塩水で水分と塩分を補給します。 

エ このような処置をしても症状が改善しない場合には、医療機関に搬送します。症状が改

善した場合は少なくとも翌日までは経過観察が必要です。 

 

（5）アレルギーへの対応について（MSD マニュアル家庭版ホームページから：Merck & Co., Inc., 

Rahway, NJ, USA が行う、世界中の人々の健康や福祉の向上を目指した社会貢献事業として

公表しているマニュアル） 

① 食物アレルギー 

ア 食物アレルギーとは特定の食物に対するアレルギー反応です。 

イ 代表的な誘因はピーナッツなどのナッツ類、甲殻類、魚、牛乳、卵、小麦、大豆です。 

症状は年齢によって変わりますが、発疹、喘鳴、鼻水などで、成人ではときに、さら

に重篤な症状が現れます。 

ウ 唯一効果的な治療法はその食物を食べないようにすることです。 

② 運動誘発アレルギー反応 

ア 運動が喘息を誘発したり、悪化させたりすることがあり、まれですが、重度のアレルギ

ー反応（アナフィラキシー反応）を起こすこともあります。 

イ 喘息：もともと喘息のある人は運動が引き金になって喘息発作が起こることがよくあり

ますが、運動した場合にだけ喘息発作が起こるという人もいます。運動すると喘息発

作が起きたり症状が悪化したりするのは、呼吸が速くなることで気道が冷えて乾燥

し、その後、暖まったときに気道が狭くなるためです。そのため運動誘発喘息は空気

が冷たく乾いていると起こりやすくなります。胸が苦しくなり、喘鳴、せき、呼吸困

難が起こることもあります。 

ウ アナフィラキシー反応：まれに、激しい運動により、広範で重症化するおそれのあるア

レルギー反応（アナフィラキシー反応）が起こることがあります。人によっては運動

する前に特定の食品（特に小麦やエビ）を食べた場合にだけ、この反応が起こりま

す。呼吸が困難になったり血圧が低下したりして、めまいや失神につながります。ア

ナフィラキシー反応は生命を脅かすことがあります。 

エ 喘息のある人は、喘息のコントロールに通常用いられる薬を使用すれば、運動中の症状

発生を防ぐことができます。薬を使いながら徐々に運動の強さと運動時間を増してい

くことで、運動に耐えられるようになる人もいます。 

オ 運動誘発アナフィラキシー反応を起こしたことがある人は、発作を誘発する運動を避け

ます。運動の前に特定の食品を食べると症状が出る場合は、その食品を食べないよう

にします。また、アドレナリンの自己注射用キットを常時携帯して、いざというとき

に迅速に緊急の治療ができるようにする必要があります。1人で運動するのではなく、

他の人と一緒にするのがよいでしょう。 
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(6) 感染症の感染防止と対応について 

① 感染症の予防 

ア 感染症の予防では、人から人や人、モノ、人を介して感染していくことが多いのでり

患者の状況を把握することと、もしり患者が出た場合には、家族が素早く指導者に状

況を伝えるとともに、個人情報に配慮しつつクラブ内において状況を共有し、感染拡

大の防止に全員が全力で当たることが重要になります。また、医師の指示により感染

の可能性が完全になくなってから活動を再開するなどの行動が重要になります。 

イ 活動中に嘔吐などがあった場合は感染症にり患している可能性を疑い、生徒に片付け

させることなく、大人がマスクやゴム手袋を使用するなど適切に処置するようにしま

す。万一嘔吐物やその周辺で感染源に触れてしまうことがあった場合は、しっかり消

毒するように努めると共に保護者への的確な説明がなければなりません。 

 

(7) 犯罪被害の予防と対応について 

地域クラブに所属する生徒が移動の途中や活動中及びそれ以外の場面で様々な犯罪被害

に遭うことも想定しておかなければなりません。別冊の「地域クラブでの安全安心な指導

のために」の生活安全（防犯を含む）にも、子供たちを取り巻く様々な犯罪とその予防の

仕方について記述があるので参考にしてください。また、以下には特に地域クラブの活動

中等に考えられる内容について記述しているので参考にしていただきたい。 

 

〔地域クラブ活動において発生が予想される犯罪とその予防の手立てについて〕 

状況 犯罪の内容 予防の手立て 

活動場所等へ

の移動中 

 

 

〇不審者からの犯

罪 

・声掛け、接触、

誘拐、暴言、暴

力、盗撮等 

 

・開始時間、終了時間を計画どおり行い、急な変更がある

場合は保護者に的確に伝える。 

・帰宅時間が活動終了時間と相違があるときに保護者と本

人及び指導者が素早く確認の連絡を取り合う。 

・不審者に声をかけられたときに、声を出して助けを求め

たり、緊急避難所にしているコンビニ等を事前に確認し

ておき、逃げ込むなどの初期対応について教えておく。 

・防犯ブザーを携帯する。 

・暗くなったら保護者の送迎を依頼する。 

・活動終了後の保護者への引き渡しを確実に行う。また、

帰宅方法を確認する。 

・万一犯罪被害に遭った場合、または未遂となった場合も

すぐ保護者に申し出るとともに指導者との連携及び警察

への通報など迅速に対応できるように指導しておく。 

・誘拐ということもありうることを子供たちに事前に知ら

せておく。 

活動中 〇不審者の侵入 

・活動の妨害  

・錯乱と思われる

行動 

・不審者の行動を瞬時に観察し、生徒の保護や侵入者との

対峙など適切な行動を選択する。危険をできる限り回避

する方法を探り、生徒の心身を守ることを最優先する。 

・特に刃物などを所持しているときは、生徒をできるだけ

遠ざけるとともに指導者も一定の距離を置いて対峙する

など傷害から身を守ることを優先する。 



- 27 - 

 

その他 〇SNS などによる

迷惑行為 

・盗撮や無許可な

掲載 

・誹謗中傷など 

・クラブ内で迷惑行為が行われることがないように、SNS の

取扱い方やその怖さなど、普段から情報リテラシーを身

に付けさせるように努める。 

・万一被害に遭った場合は状況を素早く確認して、保護

者、指導者が状況を共有して適切な対応について協議

し、必要に応じて警察に通報するなど、被害を最小限に

するための行動をする。 

 

(8) 人間関係等に起因する心理的不調の防止とその対応について 

① 指導者と生徒の関係 

 ア 選手が技能を伸ばすためには、自ら学ぼうとする意欲こそが重要であるという考え方

に基づき、旧来の教え込む指導を改める「アスリートセンタード・コーチング」とい

う考え方が浸透してきています。その基本が生徒と指導者のかかわり方にあるといわ

れています。指導者が技術や考え方を教え込むという関係ではなく、生徒の考えや意

識・意欲を引き出すような関係をつくることが重要です。 

イ 生徒と指導者は年齢的にまた、スポーツの経験からいっても上下関係になりがちです。

それが強すぎると生徒が指導者の言うことをさえ聞いていればよいという状況にもな

り、自主性がそがれたり、それが生徒のストレスになったり、苦痛を感じてしまうよ

うなことも考えられます。そうなると活動時間は生徒にとって楽しい時間・空間では

なくなってしまいます。このような無益な上下関係をなくしていくには指導者側の姿

勢がとても重要です。生徒自身の主体性を大切にしながら、もっとうまくなりたいと

いう意欲を引き出せるように一緒に考え，できた喜びを生徒自身が自分のこととして

積み重ねられるような人間関係を構築していくことが大切と考えます。 

② 生徒同士の関係 

ア クラブ内の生徒同士の人間関係についてしっかり観察していくことはとても重要です。

特にスポーツの場合は技術や能力の差がはっきり見えるという特性を持っており、い

つの間にか上下関係ができてしまうことがあります。しかも、中学生とはいえ人間関

係づくりに関してはまだまだ十分な成長を遂げているわけではないので、思わぬ不適

切な人間関係ができてしまうことがあります。生徒間の雰囲気や言葉遣い、しぐさな

どを注意深く観察していなければなりません。不自然さを感じた場合には素早く言葉

をかけるなど本人と状況を確かめて、保護者との連携も大切にして支援・指導するな

どして被害生徒の保護と関係の修正に当たらなければなりません。さらに関係修正の

過程が生徒にとって大切な学びの機会となるように支援できればすばらしいと考えま

す。 

 

 

(9) 相談窓口の設置とその運用について（再掲） 

ア かみジョイではクラブに参加していて不明な点があったり、疑問に感じたりした場合

に備えて相談窓口を設けます。当然、相談者のプライバシーや個人情報について十分

配慮するとともに、課題が発生したときには速やかな対応ができるようにしていきま
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す。窓口はかみジョイホームページに開設予定です。 

イ その他に JSPO（公益財団法人日本スポーツ協会）「スポーツにおける暴力行為等相談

窓口」にもリンクできるように案内します。利用に際しては JSPO の相談窓口取扱範

囲の規定に従ってください。 

 

(10) 個人情報の管理と対応について 

① 個人情報の管理とその意義 

ア クラブを運営する際は名簿を作成する、活動の様子を動画に撮影するなど、生徒及び生

徒の家族などの個人情報を取り扱う場面が多く生じます。それらの情報は必要以外に

周囲に回ること等によりプライバシーの侵害など人権にかかわることや犯罪被害など

に遭ってしまうなどの危険性をはらんでいることを認識しておかなければなりませ

ん。流失などが起きないようにその取り扱いには十分注意しなければなりません。 

② 個人情報の管理の方法 

ア 個人情報の管理については、まず必要以外の情報を集めないということが基本だといわ

れています。また、集めた情報は運営上必要なことのみに使用し、例えばクラブ内の

動画や画像の共有の際にも必ず相手の同意を得る、また、仮に同意を得たとしても第

三者の流用などの危険性を感じた場合には情報共有や活用を思いとどまるなど、決し

てトラブルが生じないように配慮します。その情報が第三者や部外者に勝手に使われ

ることができないようにするとともに、悪意ある者が利用しようとした場合どうなる

かということも予想し、仮に流出しても被害が生じないような配慮が必要となりま

す。 

 

７ 各種様式 

(1) かみジョイ地域クラブ（中学校部活動地域展開）登録申請書（様式 1） 

(2) かみジョイ地域クラブ（中学校部活動地域展開）認定書（様式 2） 

(3) かみジョイ地域クラブ（中学校部活動地域展開）指導者登録申請書（様式 3） 

(4) かみジョイ地域クラブ（中学校部活動地域展開）指導者認定書（様式 4） 

(5) かみジョイ地域クラブ（中学校部活動地域展開）入会申込書（様式 5） 

(6) かみジョイ地域クラブ（中学校部活動地域展開）会員名簿（様式 6） 

(7) かみジョイ地域クラブ（中学校部活動地域展開）活動計画書（様式 7） 

(8) かみジョイ地域クラブ（中学校部活動地域展開）活動報告書（様式 8） 

(9) かみジョイ地域クラブ（中学校部活動地域展開）事故報告書（様式 9） 

(10) かみジョイ地域クラブ（加美町中学校部活動地域展開認定団体）退会・変更願い（様式 10） 
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かみジョイ地域クラブ（加美町中学校部活動地域展開認定団体）登録申請書（様式 1） 

令和   年   月   日 

 

 特定非営利活動法人 かみジョイ 

   理事長  尾形 明   様 

 

以下により、かみジョイ地域クラブ（加美町中学校部活動地域展開認定団体）として認定いただきま

すよう申請いたします。 

運営責任者名            印   

 

※1 指導者資格については、スポーツ少年団資格、スポーツコーチングリーダー他 JSPO 公益財団法人日本スポーツ協

会）が付与しているスポーツ指導者資格のほか、教員免許状及び加美町教委、かみジョイが行う指導者研修受講（予

定を含む）等を記述願います。 

※2 指導者が 3 名を超える場合はかみジョイに相談してください。ただし指導日 1 日の指導者数は 3 名を上限としま

す。 

クラブ名  

種目  

活動拠点  

活動日・時間  

加入会員数（予定）  

スタッフ 氏名（年齢） 性別 住所・電話番号 指導者資格 

運営責任者 

（指導者と兼任可です） 
 男・女 

 

電話  -    -    

 

指導者 
 

男・女 
 

電話  -    -    

 

指導者 
 

男・女 
 

電話  -    -    

 

指導者 
 

男・女 
 

電話  -    -    

 

指導・活動サポーター 
（ボランティア） 

 
男・女 

 

電話  -    -    

 

指導・活動サポーター 
（ボランティア） 

 
男・女 

 

電話  -    -    

 

保護者会代表 
 

男・女 
 

電話  -    -    
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かみジョイ地域クラブ（加美町中学校部活動地域展開認定団体）認定書（様式 2） 

 

令和   年   月   日 

 

 かみジョイ地域クラブ（加美町中学校部活動地域展開認定団体） 

 

 クラブ名                

 

運営責任者名            様 

 

貴クラブをかみジョイ地域クラブ（加美町中学校部活動地域展開認定団体）として認定します。つき

ましては、下記により、活動いただきますようお願いいたします。 

 

特定非営利活動法人 かみジョイ 

理事長  尾形 明 

 

記 

 

1 かみジョイが行う加美町中学校地域展開事業は、加美町教育委員会が策定した「加美町の学校部活

動と地域クラブ活動等の方針」に則り実施されます。 

2 各地域クラブは、「加美町の学校部活動と地域クラブ等の方針」を基に、かみジョイ地域クラブガ

イダンスブックに記述のある運営責任者、指導者マニュアル、参加者マニュアル、保護者会マニュ

アル等に沿い、子どもたちのスポーツ・文化芸術活動を通じた教育の機会を大切に活動していただ

きます。 

3 年間活動計画を別紙（様式 7）により提出願います。 

4 活動報告書を別紙（様式 8）により翌月 10 日までに提出していただきます。かみジョイではその

報告書を基に指導者謝金を翌月末までに認定指導者の口座に振り込みます。 

5 クラブ運営上の危機管理については、ガイダンスブック及び参考資料「地域クラブでの安全安心

な活動のために」を参考にして取組んでいただきます。 

6 クラブ運営上の諸問題が発生した際には、加美町教育委員会及びかみジョイと連携を取りながら

円滑に対応していけるように、常に協力体制を維持していけるようお願いします。 
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かみジョイ地域クラブ（加美町中学校部活動地域展開認定団体）指導者登録申請書（様式 3） 

 

令和   年   月   日  

 特定非営利活動法人 かみジョイ 

   理事長  尾形 明   様 

 

以下により、かみジョイ地域クラブ（加美町中学校部活動地域展開認定団体）の指導者として認定い

ただきますよう申請いたします。なお、指導に当たって法令遵守はもとより、加美町教育委員会が策定

した「学校部活動と地域クラブ等の方針」及びかみジョイが作成したガイダンスブックの記述内容並び

に参考資料「地域クラブでの安全安心な活動のために」に拠り、生徒の健全育成に資するよう努めま

す。 

                 

                              氏名            印 

 

氏  名  
性

別 
男・女 

生年月日 
 年

齢 

 

住  所 
 電

話 

 

電子メールアドレス 
 

指導にかかる 

所有資格等 

 

  謝金を振込む 

口座 

金融機関名 

名義 

支店名 

口座番号            

   

記 

1 指導にかかる資格等については、スポーツ少年団資格、スポーツコーチングリーダー他 JSPO（公益

財団法人日本スポーツ協会）が付与しているスポーツ指導者資格のほか、教員免許状及び加美町教育

委員会、かみジョイが行う指導者研修受講（予定を含む）等を記述願います。 

2 所属するクラブから活動報告書を別紙（様式 8）により翌月 10 日までに提出していただきます。か

みジョイではその報告書を基に指導者謝金を翌月末までに指定の口座に振り込みます。 

3 謝金には所得税が発生します。かみジョイが源泉徴収した額を指導者の口座に振り込みます。1 月下

旬に源泉徴収票を指導者あて送付します。 

4 認定に当たって、かみジョイでは指導者にスポーツ安全協会保険（損害賠償保険付き）に加入しま

す。上記個人情報は主としてそのために使用します。万一、ご自身にけが等があった場合もしくは損

害賠償責任が生じそうな事故があった場合は、所属クラブを通じて直ちにかみジョイに一報いただ

き、改めて文書（様式９）による報告をいただきます。 
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かみジョイ地域クラブ（加美町中学校部活動地域展開認定団体）指導者認定書（様式 4） 

 

令和   年   月   日 

 

 かみジョイ地域クラブ（加美町中学校部活動地域展開認定団体） 

 

 クラブ名                

 

認定指導者名            様 

 

貴殿をかみジョイ地域クラブ（加美町中学校部活動地域展開認定団体）指導者として認定します。つ

きましては、指導に当たって法令遵守はもとより、加美町教育委員会が策定した「学校部活動と地域ク

ラブ等の方針」及びかみジョイが作成したガイダンスブックの記述内容並びに参考資料「地域クラブで

の安全安心な活動のために」に拠り、生徒の健全育成に資するよう、指導いただきますようお願いいた

します。 

 

特定非営利活動法人 かみジョイ 

理事長  尾形 明 

 

記 

 

1 かみジョイが行う加美町中学校部活動地域展開事業は、加美町教育委員会が策定した「加美町の学校

部活動と地域クラブ活動等の方針」に則り実施されます。 

2 各地域クラブは「加美町の学校部活動と地域クラブ等の方針」を基に、かみジョイ地域クラブガイダ

ンスブックに記述してある運営責任者、指導者マニュアル、参加者マニュアル、保護者会マニュアル

等に沿い、子どもたちのスポーツ・文化芸術活動を通じた教育の機会として大切に指導していただき

ます。 

3 クラブでの指導で諸問題が発生した際には、所属クラブを通じて加美町教育委員会及びかみジョイと

連携を取りながら円滑に対応していけるように、常に協力体制を維持していけるようお願いします。 

4 所属するクラブから活動報告書を別紙（様式 8）により翌月 10 日までに提出していただきます。か

みジョイではその報告書を基に指導者謝金を翌月末までに認定指導者の口座に振り込みます。 

5 謝金には所得税が発生します。かみジョイが源泉徴収した額を指導者の口座に振り込みます。1 月下

旬に源泉徴収票を指導者あて送付します。 

6 認定に当たって、かみジョイでは指導者にスポーツ安全協会保険（損害賠償保険付き）に加入しま

す。万一、ご自身にけが等があった場合もしくは損害賠償責任が生じそうな事故があった場合は、所

属クラブを通じて直ちにかみジョイに一報いただき、改めて文書（様式９）による報告をいただきま

す。 

 



- 33 - 

 

かみジョイ地域クラブ（加美町中学校部活動地域展開認定団体）入会申込書（様式 5） 

 

令和   年   月   日  

 

 特定非営利活動法人 かみジョイ 

   理事長  尾形 明   様 

 

以下により、かみジョイ地域クラブ（加美町中学校部活動地域展開認定団体）に入会します。活動に

当たっては指導者の指導や指示に従い、けがや事故が生じないようにするとともに、加入者全員が楽し

く活動できるようにくれぐれも注意して活動します。 

                 

                            保護者氏名            印 

 

生徒氏名  
性
別 

男・女 

生年月日 平成   年   月   日生 
年
齢 

 

住  所  電
話 

 

クラブ名 

（入会種目） 
                 （         ） 

   

記 

 

1 令和 7 年度は登録費は免除になります。令和 8 年度以降は受益者負担が生じる予定です。金額については

令和 7 年度実証事業を経て検討していきます。   

2 登録に当たって、かみジョイではスポーツ安全協会保険（損害賠償保険付き）に加入します。令和 7 年度

は加入費を加美町が負担します。上記個人情報は主としてそのために使用します。万一、ご自身にけが等

があった場合もしくは損害賠償責任が生じそうな事故があった場合は、所属クラブを通じて直ちにかみジ

ョイに一報いただき、改めてクラブから文書（様式９）による報告をいただきます。 

3 クラブに登録した生徒は、各クラブが示す活動計画書に沿って参加します。 

4 活動場所への移動は各家庭で対応してください。なお移動中の交通事故にはくれぐれも注意してくださ

い。万一事故が発生した場合は軽微なことでも必ず指導者に申し出てください。（指導者は遅滞なくかみ

ジョイに連絡ください。） 

5 クラブ員みんなと仲良く楽しく活動してください。異年齢で教えあったり、支えあったり、励ましあった

りして友情を育んでください。何かで困っている友達がいたら声をかけてください。必要によっては指導

の先生や家族に相談してみましょう。どんなことがあってもいじめは絶対いけません。SNS を使ったいじ

めももちろん許されません。自分がいじめられていると感じたら指導者、家族に早めに相談してくださ

い。また、いじめを見かけた場合は、たとえ一回でも指導者や家族に伝えてください。 

6 かみジョイではクラブに参加していて不明な点があったり、疑問に感じたりした場合に備えて相談窓口を

設けます。当然、相談者のプライバシーや個人情報について十分配慮するとともに、課題が発生した時に

は速やかな対応ができるようにしていきます。窓口はかみジョイホームページに開設予定です。その他に

JSPO（公益財団法人日本スポーツ協会）「スポーツにおける暴力行為等相談窓口」にもリンクできるよう

に案内します。利用に際しては JSPO の相談窓口取扱範囲の規定に従ってください。 
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かみジョイ地域クラブ（加美町中学校部活動地域展開認定団体）会員名簿（様式 6） 

 

クラブ名（種目） 

運営スタッフ 

職 名 氏 名 性別 年齢 住 所 連絡先 職・勤務先 

運営責任者 
指導者と兼任可 

 男・女     

指導者  男・女     

指導者  男・女     

指導者  男・女     

指 導 活 動 サ ポ ー
ター(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ)  男・女     

指 導 活 動 サ ポ ー
ター(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ)  男・女     

保護者会代表  男・女     

参 加 生 徒 

NO 氏 名 性 年齢 住 所 連絡先 学校名 学年 備考 

1  男・女       

2  男・女       

3  男・女       

4  男・女       

5  男・女       

6  男・女       

7  男・女       

8  男・女       

9  男・女       

10  男・女       

11  男・女       

12  男・女       

13  男・女       

14  男・女       

15  男・女       

16  男・女       

17  男・女       

18  男・女       

19  男・女       

20  男・女       
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Ҳ ╛ Њ  
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かみジョイ地域クラブ（加美町中学校部活動地域展開認定団体）活動報告書（様式 8） 

※実際はエクセルファイルをかみジョイホームページにアップロードしておくので活用してください。 

クラブ名（種目）         月 

運営スタッフ 

職 名 氏 名 
／ ／ ／ ／ ／ ／ 

開始 終了 開始 終了 開始 終了 開始 終了 開始 終了 開始 終了 

運営責任者              

代表指導者              

指導者              

指導者              

指導活動サポー
ター(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ)              

指導活動サポー
ター(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ)              

参 加 生 徒 

NO 
    活動日 

会員名 
/ / / / / / 

1        

2        

3        

4        

5        

6        

7        

8        

9        

10        

11        

12        

13        

14        

15        

16        

17        

18        

19        

20        

※平日の部活動終了後に地域クラブとして活動を行う場合も記録してください。ただし謝金の支払いの対象

は土日のうちどちらかと祝日のみとなります。ご了承願います。 

※翌月の 10 日までにかみジョイに電子メールに添付して提出願います。かみジョイのホームページに送信用

のアドレスがあります。活用ください。 
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かみジョイ地域クラブ（加美町中学校部活動地域展開認定団体）事故報告書（様式 9） 

令和  年  月  日 

 

事 故 報 告 書  

 

特定非営利活動法人かみジョイ 

理事長  尾 形  明  殿 

 

                     クラブ名              

                     運営責任者             

 

活動中に事故が発生いたしましたので、その状況について下記の通り報告いたします。 

 

記 

負傷者  

又は 

被害者 

住 所 
 

氏 名 
 

連絡先 TEL ：   （  ）      携帯：   （  ） 

 

 

 

 

事故 

の  

内容 

事故発生日時 令和 年 月  日  曜日  午前・午後   時  分頃 

事故発生場所  

事故の状況 

 

 活動内容 

 

 

 

傷害又は被災

の内容 

傷病名：             部位： 

治療期間 

（見込み） 

（入院）     日間   医療機関名①小牛田○○ 

（通院）     日間   医療機関名②色麻○○接骨院 

加入手続日 

※クラブ記入 

令和    年 

   月   日 

加入区分 A1 ・ AW ・ A2 ・ C  

AC ・ B ・ D 

※万一事故が発生した場合は、かみジョイにまず一報を入れていただきます。その後速やかに改めてこの様

式で報告してください。回復が長期に及ぶ場合は続報（この様式を活用）として報告してください。 
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かみジョイ地域クラブ（加美町中学校部活動地域展開認定団体）退会・変更願い（様式 10） 

令和  年  月  日 

 

 特定非営利活動法人 かみジョイ 

   理事長  尾形 明   様 

 

 

以下により、かみジョイ地域クラブ（加美町中学校部活動地域展開認定団体）を退会・変更いたしま

す。 

                 

                            保護者氏名            印 

 

 

生徒氏名  
性
別 

男・女 

クラブ名 

（退会する種目） 
 

クラブ名 

（入会する種目） 

※変更の場合のみ記入 
 

連絡先   

   

記 

1 退会・変更願いが提出された月の末日をもって退会日・変更日といたします。 

2 変更の場合は本書に加えて入会申し込み書（様式 5）を同時に提出願います。 

3 本書はかみジョイ（中新田体育管内 ℡63-8811）に直接ご提出ください。 

4 一度退会して年度内に別のクラブに入会する場合は、新たな保険加入が不要なのでその際お知らせ

ください。 

 

※切り離さずコピーを保護者に渡してください。 

 

令和  年  月  日 

                様 

 

 特定非営利活動法人 かみジョイ 

                              理事長  尾形 明   

                             （受理者名         ） 

上記の通り、かみジョイ地域クラブ（加美町中学校部活動地域展開認定団体）を退会・変更願を受理

いたしました。 


